
令和４年度京田辺市大学連携地域貢献研究事業実績報告書 

 

※書き切れない場合は、２枚目以降に記入してください。 

 

●研究課題名 

 遠く離れた京田辺の文化財をもっと身近に―市外所在京田辺市出土文化財の３Ｄ化と活

用方法の模索 
  
●研究者名 

 諫早直人（京都府立大学文学部准教授） 
  
●研究期間 

 令和４年４月１日 ～ 令和５年３月３１日 

  
●研究の概要（背景・目的等） 

 京田辺市内には日本列島古墳時代を代表する重要な古墳が多数あるにもかかわらず、市民

の認知度はそれほど高くありません。その大きな要因として、市内の古墳出土品の多くが市

外の博物館に保管され、市民がアクセスしにくいことが挙げられます。本研究では、市外に

所在する京田辺市出土文化財を３Ｄ化し、将来的にデジタルミュージアムのような形で活用

する基盤の構築を目指しました。 
  
●研究の内容（方法・経過等） 

 東京国立博物館が所蔵する飯岡車塚古墳から出土した大量の石製品については、元興寺文

化財研究所の協力を得て悉皆的に 3D 計測を実施しました。また市史編さん事業の一環で、

京都大学総合博物館などで取得した興戸２号墳出土家形埴輪の 3Ⅾデータなどを含めて、仲

林篤史京都府立大学共同研究員が中心となって「京田辺市バーチャルミュージアム」という

VR コンテンツを制作しました。得られた 3D データの将来的な活用方法については市の文化

財担当部署と共同で検討を進めていく予定です。 
  
●これまで得られた研究の成果 

 得られた成果は『京都府立大学文学部歴史学科フィールド調査集報』第９号（2023 年 3

月刊行）において、「京田辺市飯岡車塚古墳出土石製品の３Ｄスキャン」（諫早直人・初村武

寛・二村真史）、「京田辺市興戸２号墳出土家形埴輪の三次元写真計測とデジタル復元」（仲

林篤史・溝口泰久・吉永健人）として公表しました。また、京田辺市と京都府立大学文学部

歴史学科の共催で 3 月 26 日に京田辺市中央公民館で開催された「綴喜古墳群国指定史跡記

念シンポジウム」においても同内容について発表するとともに、市史編さん事業などを通じ

てこれまでに取得してきた京田辺市関連文化財の３Dデータをあわせて「京田辺市バーチャ



ルミュージアム」という VR 体験コーナーを設けて、市民に広く成果を還元しました。 

  

●具体的データ等 

 ・飯岡車塚古墳出土石製品３Dデータ（公開には東京国立博物館の許可が必要です） 

 ・『綴喜古墳群国指定史跡記念シンポジウム 発表資料集』 

 ・『京都府立大学文学部歴史学科フィールド調査集報』第９号 

 

●研究を通じての自己評価 

 新型コロナウイルス感染症の影響で、調査の実施が危ぶまれることもあったが、何とか当

初計画していた東京国立博物館所蔵飯岡車塚古墳出土石製品の悉皆的な３D 化を果たすこ

とができた。また綴喜古墳群が国指定史跡となる中、現在進行している市史編さん事業のみ

ならず、将来的な史跡の整備・活用にもつながるタイムリーな取り組みであったと思う。 

  

●その他 

 一年間ご支援いただきありがとうございました。シンポジウムで提案した京田辺市バーチ

ャルミュージアムがいつか実現することを願っています。 

飯岡車塚古墳出土石製品の３Dスキャンの様子 



 



 


